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要旨 

 

 

本研究では、天体ライブ（月、金星）の運営とライブ映像や画像を利用した教材研究や、

動画・画像を蓄積しデータベース化することで、現場授業内での天体の観察・比較の簡易

化を目指し、実践授業を通してその効果を調べた。 

中学校 3 年生の第 2 分野、地球と宇宙という単元で、恒星の公転を学習する題材として金

星が取り上げられている。そこで、学校で授業を行うと予想される 11 月から 1 月にかけて

授業時間内に観測できる期間、金星のライブ映像を配信した。映像の公開方法としては、

金星ライブ！（http://www.hosizora.miyakyo-u.ac.jp/live/index.html）と称したホームペ

ージに映像を埋め込み、ホームページを開くと映像を取得できるようになっている。来年

度からのライブ映像の公開方法として、Movable Type４（Six Apart 社）というコンテン

ツ管理システムを利用した金星ブログ(http://venus.miyakyo-u.ac.jp/)を構築した。ホーム

ページをブログ化することで、データのアップロードや蓄積が容易に行なうことができる

ようになり、サイトの維持・管理をより簡易化することができる。 

2007 年度のライブ映像の配信は配信期間内に 54 日間を予定していたが、このうち一日

に 1時間以上配信できたのは 25日間であり、2007年度のライブ実施率は 46.3％であった。

このライブ実施率を向上させ、安定してサイトを運営することが今後の課題である。 

 

また本年は、千島氏（２００７）に行なわれた天体ライブや実践授業を踏まえ、新たに

天体ライブ映像の公開方法を構築し、これまでに撮像した月・金星の映像をまとめ、悪天

候時や過去の映像との比較のため、月・金星について以下のようなデータベースを構築し

た。 

 

・月画像を月齢カレンダーのように示し、画像をクリックするとそのときの動画を表示で

きるようにし、雲の動きや大気のゆらぎを観察できるデータベース。 

・金星の画像・動画では、金星の満ち欠けや見かけの大きさの変化、そのときの太陽・金

星・地球の位置関係がわかるようなデータベース。 

 また、天体ライブシステムを応用して、天文教育プログラムの開発・実践を行なった。 

金星ライブや天体映像を授業で用いる有効性の検証を目的に、2007 年 10 月 23 日に蔵王町

立宮中学校にて、3年生を対象に金星と恒星の違いについての授業を行なった。 

 宮教大インターネット望遠鏡を用いて恒星を視野に導入・観察し、その後同様に金星を

導入し観察・スケッチをさせ恒星と惑星の見え方を比較した。また、過去の金星の動画を

観察させ、満ち欠けや大きさの変化を確認し、恒星と惑星の違いや位置関係などを追及し

考えさせた。 

 授業後アンケートより、途中恒星が導入できない場面もあったが、昼間の天体をリアル

タイムで観察することで学習意欲を高め、観察・比較から満ち欠けの理由や恒星と惑星の
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違いを理解できたようで、ライブ映像を利用した観察や比較映像の蓄積・活用は有効であ

ると考えられる。 
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１． はじめに 
 

一般に天体観測というと夜間の観測が一般的であるが、金星や 1 等級などの明るい恒星

は、望遠鏡を使用すれば昼間でも観測が可能である。その中で金星は中学校 3 年生の理科

の教科書で取り上げられており、「金星の動きと満ち欠けのようすを観察しよう」という項

目も見られる。しかし金星の満ち欠けの周期は約 1 年 7 ヶ月で、毎年同じ形の金星が同じ

時間に見られるわけではない。また、そういった時間の問題に加え、学校に天体望遠鏡の

設備が十分に整っていないことや、肉眼では見えない昼間の天体を望遠鏡の視野に導入す

る技術を全ての教師が持っているわけではないのではないかと考えられる。 

そこで、そのような時間的、設備的、技術的問題を解決する天文教育のツールとして、

インターネットを用いたライブ教材や、その映像・画像を撮りためたデータベースは、授

業内での天体観測や天体の比較、雨天時の観測への対応など、多岐にわたって有効に利用

できるのではないかと考えられる。インターネットを用いたライブ教材としては、天候や

設備等の理由で観察が困難な場合に対応し、その時間に観察できる天体をリアルタイムで

観察することを目的に、金星ライブと月ライブの配信をそれぞれ行なった。 

また学習指導要領では、惑星については、惑星探査機による惑星の画像、宇宙望遠鏡の

撮影した惑星の画像、大型望遠鏡による画像の資料などを活用することが考えられる[中学

校学習指導要領（平成 10 年 12 月）]とあり、画像を活用した授業が求められている。 

 しかし先述の通り天体、特に金星は常に位置を変え、その時々によって見え方も違って

くる。そこで、映像と画像を組み合わせた教材を作成することで、今「現在」の天体を観

察するといった、写真では得られない臨場感から生徒の興味を引き出すことや、今「現在」

の天体がどの位置に、どのような形で見えているのかといった視点から授業を進めるなど、

天体の変化を正確に捉えることができ、より天文分野の授業の幅が広がることが期待でき

る。 

 その結果、生徒の星空や天体への興味・関心を深めることができるのではないかと考え

る。 

 さらに、ライブ映像を用いた授業が学習理解を深めるために有効であるか実践授業を行

ない検証した。望遠鏡の遠隔操作や生中継の金星の映像を観察し惑星と恒星の見え方の違

いやその理由について考える授業を行なった。
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2. 天体ライブシステムの構築 
 

 

2.1 金星ライブの概要 
 

前章でも記述したように、天体現象は夜間での観察が一般的で、昼間の授業時間内での

観察は非常に困難である。その中でも特に金星は内惑星のため、明け方日の出前から夕方

日の入り後の昼間のみ観察が可能であり、地上から夜間に観察することは不可能である。 

しかし金星は望遠鏡を用いれば昼間の観察が可能であり、見かけの大きさや満ち欠けの

様子が変化するため、惑星の特徴をとらえやすい教材の一つである。中学校学習指導要領

でも第２分野の「地球と宇宙」という単元において、例えば、金星の観察を行い、その観

察記録や資料などから、金星の形と見かけの大きさなどの変化に基づいて金星の公転と地

球の位置を考え、このことから太陽系の構造について考察させる。[中学校理科学習指導要

領（平成 10 年 12 月）]とあり、題材として取り上げられている。 

そこで、宮教大天文台を利用し、昼間の金星の映像を取得・配信することで天体現象を

リアルタイムで観察しながら学習を進められる、金星ライブの構築・運営を行なった。 

宮教大天文台の特徴として、遠隔地から望遠鏡の操作を行なうこと、望遠鏡の接眼部に

設置された Web カメラから映像を取得すること、がインターネットを利用することで可能

となっている。金星ライブでは、この Web カメラから取得した映像を、ホームページ上で

ライブ配信している。 

 金星ライブを行なう利点として、一つは生中継の映像であるということが挙げられる。

そのとき実際に起きている現象を撮影し配信することで、教科書や資料の挿絵を見るだけ

でなく、肉眼では観察できない金星の様子や変化を観察することができる。ライブ映像で

は、雲の切れ目から見える金星の姿や雲が抜けていく様子、大気の揺らぎなどの写真では

わからない動きが、実際に望遠鏡を覗いたときと同じ様子で観察できる。 

 もう一つは、インターネットを利用することで遠隔地からでも観察できるため、観察地

点が悪天候であっても、宮教大天文台上空が晴れであれば観察することが可能である。 
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2.2 金星ライブシステムについて 
 

2.2.1 金星ライブシステムの概要 

 

 現在の宮教大インターネット天文台は開閉式のルーフの中に２台の天体望遠鏡があり、

１台を金星ライブに、もう１台を月ライブに運用している。観測時に望遠鏡は野外へ露出

するため、雨天時降雪時はもちろん、強風時も観察対象がずれたり、望遠鏡や赤道儀にか

かる負担が大きくなるため観測ができない場合がある（図２－１）。 

インターネット望遠鏡は、コンピューター制御できる望遠鏡と Web カメラをそれぞれパ

ソコンに接続し、インターネットに配信している。この配信に対応した受信ソフトウェア

を搭載したパソコンを用いることで、天体望遠鏡の操作及び Web カメラの映像を取得する

ことが可能である（図２－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 宮教大天文台ルーフ開放時の様子（９号館屋上）。２台並んでいる望遠鏡のう

ち、中型望遠鏡（手前）を金星ライブ用で運用、小型望遠鏡（奥）を月ライブ用で運用

している。 
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図２－２ 金星ライブ用望遠鏡システム図 

 

Web カメラ制御用のパソコンでは、Web カメラで取得した映像を Windows Media エン

コーダー（Microsoft 社）を使用して動画をキャプチャーし、映像配信用ストリーミングサ

ーバーを経由して配信を行なっている。Windows Media エンコーダーから直接配信する場

合、5 ユーザーまでしか同時に閲覧することができないため、ストリーミングサーバーを利

用して配信すると、閲覧ユーザー数の制限がないためである。配信した映像は、Windows

環境では標準インストールされている Windows Media Player（バージョン９以上）で取得

することができる。 

 

天体望遠鏡 

Takahashi 
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望遠鏡制御 PC 

Soft：TheSky6 

    

Web カメラ制御 PC 

Soft：Windows Media 

エンコーダー 

インターネット 

学外 PC 

Soft：Windows Media プレーヤー 

学内 

学外 

映像配信用ストリーミング

サーバー 

Soft：Windows Server 2003 
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天体望遠鏡はシリアルケーブルで、また Web カメラは USB ケーブルでそれぞれコンピ

ューターに接続できるため１台のサーバー用パソコンで制御することができるが、Web カ

メラから取得する天体映像のフォーカスをより正確に合わせるために、Web カメラは持ち

運びできるサイズのノートパソコン（SONY・PCG-U1、Windows XP、縦１４ｃｍ×横１

８ｃｍ）と接続し、画面に映る金星を確認しながらフォーカス合わせができるように、２

台の制御用パソコンを用いて、天体望遠鏡制御と Web カメラ制御・映像配信を行なった（図

２－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

図２－３ Web カメラ制御用のパソコン（左）、天体望遠鏡制御用のパソコン（右）。 
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2.2.2 望遠鏡について 

 

宮教大インターネット天文台で金星ライブに使用している望遠鏡は、高橋製作所の MT－３

００（口径：３００ｍｍ、焦点距離：１５００ｍｍ）で、赤道儀には同じく高橋製作所の

EM－５００を使用している（図２－４）[千島、２００７]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４ 金星ライブ用天体望遠鏡（宮教大天文台内部） 
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2.2.3 カメラについて 

 

金星ライブに使用した Web カメラは本来、インターネットを介したテレビ電話等に使用

されるものだが、レンズ部分をはずし、望遠鏡の接眼部に取り付けるためのアダプタを装

着した。望遠鏡の接眼部に直接 Web カメラを取り付けることで、実際に望遠鏡を覗いたと

きの映像を撮影することができる（図２－５、２－６）。 

 金星ライブの撮影に用いた Web カメラの仕様と、撮影時のカメラの設定を以下の表２－

１に示す。 

 

表２－１ 使用した Web カメラの仕様と設定数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－５ 使用した Web カメラ（Phillips 社）と望遠鏡に接続するアダプタ（左）。 

  レンズを取り外し、アダプタを装着する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－６ 望遠鏡の接眼部に Web カメラを設置した様子 

設備・設定内容 仕様・設定数値 

・撮像カメラ ToＵcamPROⅡ（Phillips 社） 

・画素数 ６４０×４８０画素 

・シャッタースピード １／１５００ 

・フレーム数 ３０／秒 
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2.3 金星ライブの公開 
 

2.3.1 ２００７年度までの金星ライブ公開方法 

 

こ れ ま で 金 星 ラ イ ブ の 映 像 を 簡 易 に 取 得 で き る よ う に 、 金 星 ラ イ ブ ！

（http://www.hosizora.miyakyo-u.ac.jp/live/index.html）と称したホームページに映像を

埋め込み、公開を行なった（図２－７）。ホームページの中に映像を埋め込むことで、長い

URL を入力することや複数のリンクを辿ることなく、金星ライブ！のトップページを開く

だけで映像の取得が可能となり、授業で取り扱う際にも観察が容易である。また、映像の

リンクをクリックすることで、Windows Media Player を用いて映像を表示させることが

でき、全画面での観察が可能である。 

映像はライブ映像のため、宮教大天文台上空が晴れていなければ実施することはできな

い。そこで、金星ライブを行なっているかどうかがわかるように、映像の下に日付とその

日の天候を記し、ライブ実施の有無を示した。その際、日付の色がライブ実施可否を表示

し、青ならばライブを行い、赤ならばライブを行なっていないとした。日付とともに天候

をコメントとして、金星ライブ開始の３０分前を目安に更新した。（図２－８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－７ 金星ライブ！トップページ。金星の映像下部の「こちら」をクリックすること

で Windows Media Player が立ち上がり、全画面で表示することができる。 
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2.3.2 公開スケジュール 

 

映像の公開期間は、中学校３年生が金星を学習する時期に合わせて、２００７年１１月１

日から２００８年１月３１日までで、平日の晴天日とした。公開する時間は、学校授業時

間である１０時から１５時を予定していたが、太陽との離角が大きく、金星の出が４時、

入りが１４時付近であったため、望遠鏡で観測可能な１０時から１３時までとした。 

 

 

 

2.3.3 金星ライブの評価 

 

２００７年度の金星ライブは、２００７年１１月、１２月、２００８年１月に、それぞ

れ２１日間、１５日間、１８日間の計５４日間の配信を予定した。その中で実際に配信し

たのは１１月が１４日間、１２月が６日間、１月が５日間であった。１１月は比較的天候

に恵まれたが、１２月、１月はそれぞれ曇りや雨の日が多く、思うように配信ができなか

った。２００７年１１月、１２月、２００８年１月の金星ライブ実施状況を、それぞれ（図

２－８、９、１０）に示した。３ヶ月を合計すると、５４日間中 1 日に 1 時間以上配信し

た日は２５日間と、日数あたりの実施率は４６．３％であった。 

ライブを配信できなかった２９日間は全て雨天や曇天などの悪天候時で、金星の観察が

可能な日は配信を行なうことができた。 

また２００６年度の金星ライブでは、２００６年１１月、１２月、２００７年１月に、

それぞれ１２日間、１０日間、１４日間の配信を予定していたが、実際に配信できたのは

１１月、１２月、１月ともに１日のみで、３ヶ月を合計すると実施率は８．３％であった。

２００６年度の金星ライブ実施期間は３ヶ月通して天候がとても悪い上、晴れであっても

強風のため開始を見合わせることが多く、あまり配信できなかった原因と考えられる[千島 

２００７]。 

 

２００７年度は２００６年度と比較すると５．５倍の頻度でライブ映像を配信すること

ができた。しかしそのなかで一日中配信できた日は、配信できた日の６０％程度で、残り

の日は 1，2 時間のみの配信であり、時間単位での実質の実施率は低くなると考えられる。

そこで今後の課題として配信頻度を上げ、期間内に安定してライブ配信を行なうことで、

教職員等にホームページを開けばライブ映像を閲覧できるという意識が高まれば、授業内

で天文教材として取り扱い易くなるのではないかと考えられる。 
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図２－８ ２００７年１１月の金星ライブ実施状況。左側の日付が青い日は天候がよく金 

星が観察でき、配信を行なった日。日付の赤い日は天候が悪く配信ができなかった日を示 

す。実施率は６６．７％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－９ ２００７年１２月の金星ライブ実施状況。実施率は４０％であった。 
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図２－１０ ２００８年１月の金星ライブ実施。実施率は２７．８％であった。 

 

2.3.4 全天カメラの設置 

 

金星ライブと並行して観察できる動画として、金星ライブ！のホームページに    

宮 教 大 天 文 台 に 隣 接 し て 設 置 し た 全 天 カ メ ラ

(http://160.28.190.110/CgiStart?page=Single&Language=1)の映像をリンクさせた（図２－１

１）[齋藤 ２００８]。 

全天カメラの映像は魚眼レンズを通して撮影されたもので空の様子をほぼ３６０°の視

野で観察することができる。金星ライブを行なっている空の様子を観察することでができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１１ 全天カメラで見た宮教大天文台屋上の様子
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2.4 金星ライブブログの構築 
 

2.4.1 金星ライブブログの概要 

 

今後の金星ライブ公開方法として、Movable Type４（Six Apart 社）を利用した金星ラ

イブブログ（http://venus.miyakyo-u.ac.jp/）を構築した（図２－１２）。月を観察対象とし

た月ライブ！（http://moon.miyakyo-u.ac.jp/）でもコンテンツ管理システムとして Movable 

Type３（Six Apart 社）を利用しており、それと同様に宮教大情報処理センターの Web ホ

スティングサービスを用いてブログの構築を行なった。その際、Movable Type３から

Movable Type４へバージョンアップしたことで、以前はできなかったブログやコンテンツ、

ファイルの管理がブログ内でできるようになり、より簡単に更新することができるように

なった。 

以前までの動画や画像などのファイルアップロード機能は、サーバーへファイルを追加

する機能はあっても、それらを管理する機能がなく、削除などの作業は直接サーバーにア

クセスして行う必要があった。Movable Type４のファイルマネージャー機能は、アップロ

ーダーとしての機能だけではなく、Movable Type を利用してアップロードした各ファイル

の管理なども行えるようになった。この機能によって、今後も金星ライブを続けていく上

で、ネットワークやサーバー管理についての知識があまりなくとも、ファイルの破損・損

失などの危険を軽減した動画や画像のアップロードが可能となった。さらに、WYSIWYG

エディタ (リッチテキスト)が標準搭載されたことによって、文字の装飾や、アイテム管理

機能と連携し画像挿入など、実際に出力される状態で編集を行うことができる。また、投

稿前のプレビューも実際のテンプレートで行える為、スタイルの確認なども簡単に行うこ

とができるようになり、デザインの変更や説明の強調などもより一層簡易なのもとなった。

[Movable Type４ホームページ、２００８] 

金星ライブはブログの他に現在７つのカテゴリを公開している。それぞれのカテゴリと

説明を以下に示す。 

ただ今の天文台 

ここでは全天カメラ（図２－１１）と天文台内部の映像をリンクさせ、天文台の内と外の

様子を公開し、どのような環境で金星ライブを行なっているかを示した。全天カメラでは

金星が観察できないときなどに空の様子を確認でき、内部映像では望遠鏡操作の様子を観

察できる。 

ライブ望遠鏡の仕組み 

どのような環境で金星ライブを行なっているのか、またその様子のイメージが容易になる

よう、ライブシステムの図示や使用している望遠鏡とカメラの説明と写真の掲載を行なっ

た。 
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公開スケジュール 

金星ライブ実施期間の日時を示す。 

新聞で紹介されました 

インターネット望遠鏡とその映像を活用した授業が新聞で紹介されたため、掲載した。今

後の取り組みにおいてメディアで紹介された場合、このカテゴリにおいて掲載し普及と信

頼度向上を目指す。 

金星の位置・形・見え方 

金星の位置・形・見え方を考えるシミュレーションツールと、金星の位置の違いでどのよ

うな大きさ・形で見えるのかを示した金星ライブデータベースを公開している。金星ライ

ブデータベースについては第 3 章に示した。 

金星ライブを見るには 

金星ライブを見るために必要なコンピューターの環境設定を示した。 

金星観察日記 

これまで撮影した金星の映像を、金星の満ち欠けの変化がわかるよう掲載している。 
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図２－１２ 金星ライブブログのトップページ。上部に金星ライブの映像を埋め込みトッ

プページを開くことでライブ映像を閲覧することができる。「ログイン」より管理サイトへ

移りブログ更新や管理を行なう。また、過去の金星の映像やコンテンツをカテゴリから開

くことができる。 
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2.4.2 ブログによる公開の利点 

 

 

金星ライブの公開をブログで行なう利点として、 

 

（１）コメントやデータを更新・編集する際直接サーバーにアクセスする必要がなく、サ

イトの維持・管理が容易である 

（２）コメントや動画・画像の蓄積・分類が容易である 

（３）ユーザー登録をすることで学外からの更新が可能である 

（４）デザインやスタイル変更が容易であり、常に新鮮な学校向けサイトを作成できる 

という４点が考えられる。 

 

（１） は、今まではライブ開始の有無やコメント、金星の画像などのデータを更新す 

る際は、FTP を利用してサーバーで html ファイルを書き換える必要があった。また画像や

ファイルの管理もディレクトリを意識し、リンク先を確認しながら作業を行なう必要があ

るため、正しく更新するためにはネットワークや html 言語に関する知識が必要であった。 

 サイトをブログ化することで、直接ブログにログインし書き込むことができ、データの

破損・損失の危険は軽減され、コンテンツ管理などのフォルダ分けなどを自動で処理され

るため、迅速な更新が可能となった。 

（２）は、ブログ化することでコメントや動画・画像を追加した際、日付や内容でカテゴ

リ分けをできるため、過去の投稿を検索し易く、現在と過去の比較が容易となる。 

（３）は今まで宮城教育大学の学内サーバーにアクセスして更新していたため、学外から

の更新は困難であった。しかしブログで管理をすることでユーザー登録をすれば学外から

もログインし更新することが可能で、多ユーザーでブログを活性化させることや、遠隔地

で撮影した画像等を随時アップロードすることが可能となる。 

 しかし登録ユーザーを多くしすぎるとデータ量が多くなってしまったり、掲載内容に統

一性がなくなってしまう可能性があるため、登録ユーザーを増やす際には管理ユーザーが

画像・動画等データや掲載内容の管理を確実に行なう必要がある。また、月ライブブログ

において、２００７年に迷惑コメントが多数蓄積される被害があり、日々の管理や機能を

制限することも必要である 

（４）デザインやスタイルの変更が容易可能となったことで、季節ごとにトップページの

デザインを変えることや、デザインを変えて金星ライブの配信期間以外の時期に他の天体

映像を配信するなど、年間を通してブログを使用することができ、ホームページの内容の

多様化にも対応することが可能となる。 
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3. 天体の映像データベースの構築 
 

3.1 天体映像の画像化 
 

天体ライブシステムは、ホームページのサイトを開けば常に天体が観察できるわけでは

なく、授業に活用できない場合がある。一つは雨天時や曇天時など、天候の関係で天体が

観測できない場合、もう一つは天体の観測が可能な時間帯が、学校の授業時間と合わない

場合である。例えば月の場合、出が 17 時で入りが 7 時となると、学校の授業時間内で観察

することは不可能である。 

そこで、天体ライブシステムを用いて配信した天体の映像を動画として保存し、天体が

観測できない場合に備えデータベースの構築を行なった。データベースでは、動画と動画

から作成した画像を蓄積している。動画の各画像を重ね合わせることでよりノイズが軽減

され鮮明な天体画像を作成することができる。 

動画は、天体ライブシステムに使用している Web カメラ（ToUcamPROⅡ Philips 社）

のドライバに付属されているソフト VRecord（Philips 社）を使用し、AVI 形式で３０枚／

秒のフレーム数で１日 10 秒程度保存する。 

画像は、動画を RegiStax というフリーウェアを用いて重ね合わせ作成した。AVI 形式で

保存した動画は金星の輪郭がぼやけているが、満ち欠けの様子の比較や過去の画像を蓄積

する際にはノイズの少ない合成画像の方がよい（図３－２）。画像を重ね合わせ合成するこ

とで、撮像中に偶然含まれてくるノイズを除去することができ、画像のぶれもなくなるた

め、満ち欠けの変化などがわかりやすい鮮明な画像として保存することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ RegiStax で処理をする前の    図３－２ RegiStax で合成処理をした 

金星の画像                 金星の画像
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3.2 月データベースの作成 
 

月は、満月前後から下弦の月近くにかけて（月齢１３～２２）、月の出が夕方すぎ、入り

が明け方となってしまい、学校の授業時間内で実際に児童・生徒へ一斉に観察させること

はとても困難である。そこで雨天時や曇天時などの観測不可能な場合の対策、満月から下

弦の月にかけての月の観察、観察している月と他の月齢の月との比較、満ち欠けの変化の

様子の観察をするためのツールとして、２００７年度までに撮影してきた月の画像と動画

を用いてデータベースを作成した（図３－１）。 

月齢による比較や満ち欠けの様子がわかりやすいように、月齢順に並べ、カレンダーの

様式を用い、画像をクリックすると動画が見られるようリンクさせた。 

 

表３－１にデータベースに使用した動画の撮影日を記す。撮影日は月齢カレンダーのサ

イトにもリンクを張り、随時確認することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 月齢カレンダーの様子。画像をクリックすると Windows Media Player が立

ち上がり、動画として全画面で再生が可能である。 



 22

 

表３－１ 月データベースに用いた動画の撮影日と撮影した月の月齢 

 

 

3.3 金星データベースの作成 
 

3.3.1 金星データベースの必要性 

金星は月と同じく満ち欠けを観察できる天体であり、中学校学習指導要領にも惑星の特

徴をとらえるための代表的な教材として挙げられている。しかしその中で「金星の形と見

かけの大きさなどの変化に基づいて金星の公転と地球の位置関係を考え」とあるが、金星

の満ち欠けの周期はおよそ１年７ヶ月であり、満ち欠けの周期が１ヶ月の月と比べるとと

ても長いものである。そのため授業で金星を取り扱う間に金星の大きさや形の変化に気づ

かせることは困難であり、変化を調べるには長期間に及ぶ定期的な観察が必要となってく

る。 

そこで金星ライブ！のホームページには「金星の位置・形・見え方」と称した金星位置

シミュレーションツールや、金星の満ち欠けと見かけの大きさの変化を、「金星観察日記」

と称し、月に１,２度金星を撮影しその画像・動画を公開している［千島 ２００７］。 

 

 

3.3.2 金星データベースの構築 

 

今までのデータベースでは金星位置シミュレーションでは太陽・地球・金星の位置関係

を調べることはできたが、そのときの金星の大きさや形を調べることは困難であった。反

対に金星観察日記では、金星の大きさや形の変化はとてもわかりやすいが、その時の金星

の位置を調べることには適していない。 

月齢 撮影日 月齢 撮影日 月齢 撮影日 

１  １１ 07/01/30 ２１  

２  １２ 06/05/09 ２２ 07/10/04 

３  １３ 07/09/24 ２３ 07/10/05 

４  １４ 07/09/25 ２４ 06/10/16 

５ 06/05/03 １５  ２５ 06/10/17 

６ 06/10/28 １６  ２６  

７ 06/07/03 １７ 08/01/24 ２７ 06/10/19 

８ 06/10/30 １８ 08/01/25 ２８  

９ 06/10/31 １９  ２９  

１０ 06/11/01 ２０ 08/01/27 ３０  
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そこで、金星の位置関係、大きさ、形の変化が全て観察できるようなデータベースを作

成するため、この「金星位置シミュレーション」と「金星観察日記」の利点をそれぞれ組

み合わせたデータベースの構築を行なった（図３－１）。 

画像・動画のデータを簡易に更新、蓄積するため編集のしやすい HTML 形式のファイル

で作成を行なった。まず太陽と地球、金星の公転軌道の位置関係をペイント等描画ソフト

ウェアで作成し、バックグランド（背景）として使用した。そして金星の公転軌道上に惑

星のアイコンを配置し、その位置で観察できる金星の映像をリンクさせた。惑星アイコン

をクリックすることでその位置関係での金星の大きさ、形の観察が可能となった。また惑

星アイコンの下部にその映像の撮影日を加えるとともに、画像化したものをリンクさせ、

位置関係を金星の大きさ、形を画像として比較できるものとした。 

現在このデータベースに使用している金星の動画・画像は６種類だが、随時蓄積、追加、

編集することが可能であり、より多様なデータベースとして発展させていくことが可能で

ある。データベースに使用した 6 枚の金星画像を（図３－２a）から（図３－２f）に示す。 

このデータベースは「金星位置シミュレーション」、「金星観察日記」と並行して金星ブ

ログの中で公開した。（http://venus.miyakyo-u.ac.jp/venusdb/kinnseiitidb.html） 
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図３－１ 金星データベースの図。惑星のアイコンをクリックすると動画として、撮影

日をクリックすると画像として観察できる。 

 

 

以下に金星ライブデータベースのソースを示す。 

 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=shift_jis"> 

<title></title> 

</head> 

<body> 

<p   

style="BACKGROUND-IMAGE: url(image/kinnseiiti.bmp); 

 BACKGROUND-REPEAT: no-repeat"><br> 

<br> 

<br> 
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<br> 

<br> 

<br><a href="movie/20061204.wmv"><img height="32" alt=""src="wakusei.gif" 

width="32" border="0"></a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="movie/20060803.wmv"><img height="32" alt="" src="wakusei.gif" width="32" 

border="0"></a><br> 

<a href="image/v_20061204_2.jpg" >2006/12/04</a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="image/v_20060803_1_5000.jpg">2006/08/03</a>  

<br> 

<br> 

<br> 

<br> 

<br> 

<a href="movie/20050912.wmv"><img height="32" alt="" src="wakusei.gif" width="32" 

border="0"></a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="movie/20080110.wmv"><img height="32" alt="" src="wakusei.gif" width="32" 

border="0"></a><br> 

<a href="image/v_20050912_1.jpg">2005/09/12</a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="image/200801101500.jpg">2008/01/10</a> 

<br> 

<br> 

<br> 

<br> 

<br><a href="movie/20051121.wmv"><img height="32" alt="" src="image/wakusei.gif" 

width="32" border="0"></a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="movie/20060219.wmv"><img height="32" alt="" src="image/wakusei.gif" 

width="32" border="0"></a><br> 

<a href="image/v_20051121_1_2500.jpg">2005/11/21</a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp; 

<a href="image/v_20060219_2_1500.jpg">2006/02/19</a> 

<br> 

<br> 

<br> 

<br> 

<br> 

</p> 

</body> 

</html> 



 26

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２a 2006 年 12 月 4 日の金星     図３－２b 2006 年 8 月 3 日の金星 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２c 2005 年 9 月 12 日の金星     図３－２d 2008 年 1 月 10 日の金星 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２e 2005 年 11 月 21 日の金星     図３－２f 2006 年 2 月 19 日の金星 

 

図３－２ 金星の満ち欠け、金星データベースより 
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4． インターネット望遠鏡と天体ライブ映像を利用した 
中等教育における授業実践 

 

4.1 実践目的 
 

中学校の学習内容で地球と宇宙という単元において、惑星と地球について学習する。そ

こで資料集等の写真ではなく、その時間に見えている金星を観察し、満ち欠けや大きさの

変化を学習する教材として、金星ライブが有効であるか、２００７年１０月２３日の３、

４校時に蔵王町立宮中学校において、インターネット望遠鏡とライブ映像を用いた金星観

察の授業を実施し、検証した。 

 

 

4.1.1 授業の目的 

 

授業の目的として以下の４点を掲げた。 

・ インターネット望遠鏡を利用し望遠鏡操作を行なう。 

・ 太陽光により肉眼で確認できない昼間の天体を観察することで、昼間でも天体が見える

ことを学習するとともに、星空や天文分野に興味・関心を持たせる。 

・ 惑星と恒星の見え方の違いや金星の満ち欠けの変化を理解する 

・ 理科２分野、地球と宇宙の単元において、インターネット望遠鏡を利用することで、学

校教育の授業時間内に天体観測を実践する 

 

4.2 授業計画 

 
4.2.1 授業内容 

金星ライブシステムを利用した授業の学習指導案を以下に示す（図４－１）。 
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 学習の流れ 生徒の活動 教師の支援・留意点 

導

入 

・ インターネット

望遠鏡の説明 

 

 

・ Skypeを用いて宮

教大天文台と通

信を行う 

・ 過去の経験を振り返り昼間

の星に視点を向ける 

 

 

・ Skype で通信を行い、天文

台内の様子を観察する 

・ 望遠鏡をのぞいたこと

があるか、昼の星を見た

ことがあるか、などの質

問を通して、天体への興

味をはかる 

・ 画面の説明 

・ インターネット望遠鏡

のシステムの説明 

展

開 

・ 恒星を望遠鏡の

視野に導入 

 

 

 

・ 金星を恒星と同

様、視野に導入 

 

 

・ 過去の金星と欠

け方を比較する 

・ 金星と恒星の見

え方の違い 

・ なぜ金星は満ち

欠けして見える

のかを考える 

・ 恒星を導入・観察し、見え

方や気づいたことを発表す

る 

・ TheSky を用いて明るい恒

星（アークトゥルス・レグ

ルス）を導入し、観察する

・ 恒星と同様に、金星を導入

し観察・記録する（ノート）

・ 金星は恒星と違い満ち欠け

して見えることを確認する

・ 過去の金星の動画を観察・

比較し、かけ方を記録する

・ 金星と恒星では何が違って

いるのか考える 

・ なぜ金星はかけて見えるの

か、考えをまとめる 

・ 大気のゆらぎのためち

かちかして見えたり、ぶ

れて見えることを説明 

・ TheSky の操作方法を説

明する 

・ 操作する生徒を交代し、

恒星・金星を導入する 

・ 望遠鏡の動く様子・視野

の動く様子なども観察

させる 

・ 10/18 の金星の映像を提

示する 

・ 恒星と金星の違いを挙

げ、金星は自ら発光して

いないため満ち欠けし

て見えることに気づか

せる 

ま

と

め 

・ 金星と恒星の見

え方の違いをま

とめる 

 

・ 金星は自ら発光していない

ため 

・ 光の当たっている部分のみ

明るく見える 

・ 学習内容を確認しなが

ら、星や夜空、以後の金

星の満ち欠けに目を向

かせる 

図４－１ 授業学習指導案 
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4.2.2 授業で利用するコンピュータ並びにネットワークシステムについて 

 

授業で用いた機器は、天体望遠鏡と赤道儀、web カメラ、5 台のコンピューターで構成さ

れ（図４－２）、天体望遠鏡と Web カメラはシリアルケーブルと USB ケーブルでそれぞれ

制御用のパソコンに接続している。 

天文台側には３台の PC が設置してあり、それぞれ天文台内部映像（PC・A）、天体映像

配信（PC・B）、望遠鏡制御（PC・C）の役割を果たす。 

また、教室側には２台の PC が設置してあり天文台内部映像受信（PC・D）、望遠鏡遠隔

操作及び天体映像受信（PC・E）の役割を果たす。 

 

まず PC・Ａでは、天文台の内部を映す Web カメラ（ToUcamPROⅡ、Philips 社）でと

らえた映像を Skype で配信し、同様に Skype の入っている PC・D を用いて受信し、天文

台内部の様子や望遠鏡が動く様子を観察する。 

 

PC・B も Skype が入っており、望遠鏡の接眼部に設置された Web カメラ（ToUcamPRO

Ⅱ、Philips 社）でとらえた望遠鏡視野の天体映像を配信し、PC・E を用いて受信し、天体

の様子を観察する。 

 

望遠鏡制御用の PC・C には望遠鏡制御ソフトウェアとして TheSky６（日立ビジネスソ

リューション（株））、遠隔操作を可能とするためサーバーとクライアントとの通信を行な

う IAServer（Software Bisque 社）、クライアントのサーバーへのアクセス認証を行なうた

めのソフトウェアである Scheduler（Software Bisque 社）が入っている。この機能を使用

することで宮中学校からの遠隔操作を可能にしている。 

 

教室では、TheSky６と IAClient（Software Bisque 社）の入った PC・E を用いて、天

文台で望遠鏡制御を行なう PC・C と通信し、望遠鏡の遠隔操作を行なう。 

 

 



 30

宮教大天文台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天文台望遠鏡映像 

VAIO/XP   

Soft：Skype 

望遠鏡 

Takahashi 

EM500 

望遠鏡制御 天体視野映像 

SHARP/XP 

Soft：The Sky 6、 IAClient、Skype 

宮中学校 

 

望遠鏡制御 Dell/XP  

Soft：TheSky6、IAServer、scheduler 

天体視野映像 NEC/XP 

Soft：Skype  

天文台望遠鏡映像 FMV 

Soft：Skype 

インターネット 

図４―２ 授業で利用したコンピュータ並びにネットワークシステム図 

Ａ 

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ 
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4.2.3 授業で導入する恒星の選定 

 

授業で金星と形や大きさを比較する恒星について、検討をおこなった。まず比較に利用

できる恒星の条件として、（１）１等星より明るい天体であること、（２）金星との離角が

小さく、子午線を挟まない天体であること、が挙げられる。 

（１）については、昼間に観察をするということで、視野に導入した際に発見しやすく、

－４等の金星と比較できる明るさの天体でなくてはならない。そこで、観察した際大きさ・

形が確認しやすい１等星より明るい天体を用いることにした。 

（２）について、これは望遠鏡の導入精度に由来している。望遠鏡の接眼部に Web カメ

ラ（ToUcamPROⅡ、Philips 社）を取り付けて skype で確認しているため、その映像視野

は６×８分角と狭い（千島 ２００７）。望遠鏡は事前に金星と同期させているため金星と

の離角が大きすぎる天体や、南で子午線を跨ぐ天体では望遠鏡の移動が大きくなり、一度

で導入することが困難になってくる。特に子午線を跨ぐ天体では、望遠鏡が赤道儀を跨い

で移動しなければいけないため、その視野の移動は大きく、事前のテストでは導入ができ

なかった。 

２００７年１０月２３日午後１２時に観測できる恒星として、TheSky６を用いてシミュ

レーションから、（１）、（２）の条件にともに合致する天体である、レグルス（１．３６等）

とアークトゥルス（－０．０５等）を用いることとした（図４－３）。 
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図４－３ 恒星の選定に用いたシミュレーション画面。 

授業実施日時 2007 年 10 月 23 日 12 時 8 分の星図（TheSky６） 

金星と子午線を跨がず離角の小さい明るい恒星としてアークトゥルス（－０．０５等）、レ

グルス（１．３６等）を観察対象候補とした。ベガは金星との離角が大きく子午線を跨ぐ

ことがわかる。 

 

 

4.3 宮中学校での実践 

 
まず生徒の星空への興味・関心を探りながら昼間でも天体を観測できることと、インタ 

ーネット望遠鏡の仕組みや操作方法を簡単に説明する。そして実際に生徒にパソコンを操

作させ、いくつか恒星を導入し、大きさや形を観察する。望遠鏡はあらかじめ金星で同期

を取っておき、金星を観察する際には確実に導入できるように事前準備を行なった。 

次に、皆が知っている天体として金星を導入し、それまで観察した恒星とは大きさも形

も違っていることに気づかせる。そして、以前に撮影しておいた金星と比較し、大きさや

形が変化していることを確認する。恒星との違いを理解させながら、なぜ金星が満ち欠け

し、大きさが変化して見えるのかということを、金星と恒星の違いや位置関係などを追究

し考えさせる。 

 

授業では、PC・プロジェクター・スクリーンを二セット用意し投影した（図４－４）。 

（図４－４）の左画面（スクリーン１）では宮教大天文台の内部映像と天文台上空の全天

の様子を投影し、雲や風の様子や、遠隔操作した望遠鏡が動く様子を見せた（図４－５）。 

（図４－４）の右画面（スクリーン２）では、望遠鏡の操作画面と、天体映像の画面を並

べ、天体の観察・比較に用いた（図４－６）。 
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 図４－５ スクリーン１ 天文台内部映像（左）と全天カメラの映像（右） 

 

図４－４ 宮中学校での授業の様子 

プロジェクター、スクリーンを２台ずつ並べ、天体映像、天文台の内部、天

文台上空の３つの視点を持たせ観察を行なった。 
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 図４－６ スクリーン２ 望遠鏡操作画面（左）と天体観察画面（右上） 

 

 

4.3.1 学習指導案との変更点（３年１組） 

 

 ３時間目（１０時５０分～１１時４０分） 

 

TheSky６の操作方法と、画面の見かたをそれぞれ説明し、生徒にレグルス（恒星）を導

入させたが望遠鏡と金星の同期がずれていたため、視野に入らなかった。次に、同期星の

金星は導入させ、観察した（図４－７）。 

また、授業終了間際に同様にアークトゥルス（恒星）の導入を試みたが、こちらも導入

できなかった。しかし授業終了後にアンケートを集めている際、天文台側で微調整を行な

い、レグルスを導入して、映像が見られたため、リアルタイムの恒星の様子を観察させる

ことができた。 
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図４－７ 2007 年 10 月 23 日撮影の授業当日の金星 

 

 

レグルスの導入が行なえなかった原因としては、金星同期が正確ではなかったことと、強

風のため望遠鏡をレグルスに向けた際視野がずれ、導入できなかったのではないかと考え

られる。アークトゥルスは、金星同期での導入を確認していたにも関わらず導入できなか

った。この原因は 11 時 20 分の時点では金星は子午線の西側に位置しているが、アークト

ゥルスはまだ子午線の東に位置しているためである（図４－８a）。 

2007 年 10 月 23 日の 11 時 20 分、11 時 50 分での金星・レグルス・アークトゥルスの位

置の比較を見ると、レグルスに比べアークトゥルスは金星との離角が大きいことがわかる

（図４－８a、４－８b）。またアークトゥルスが子午線を越え西側にくるのは、11 時 50 分

を過ぎた授業の終了後であった（図４－８b）。そのため授業時間内にアークトゥルスを導

入できなかったと考えられ、授業時間ごとに対応した観察対象を設ける必要があった。 
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図４－８a 2007 年 11 時 20 分の星図（TheSky６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－８b 2007 年 11 時 50 分の星図（TheSky６）
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そこで恒星と金星の違いを見せるという授業のねらいを達成するための対応として、事

前に撮影しておいたベガ（図４－９a）とアークトゥルス（４－９b）（ともに恒星で１０月

１８日撮影）の動画を見せ、金星と大きさや形の違いを確認させた。 

金星の満ち欠けの変化については、当日の金星の映像（図４－７）と２００７年１月（図

４－１０a）と９月（図４－１０b）に撮影した動画を見せスケッチさせることで比較を行

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－９a 2007 年 10 月 18 日撮影のベガ   図４－９b 2007 年 10 月 18 日撮影の 

                      アークトゥルス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

図４－１０a 2007 年 9 月 21 日       図４－１０b 2007 年 1 月 22 日撮影の 

撮影の金星                 金星 
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4.3.2 学習指導案との変更点（3 年 2 組） 

 

4 時間目（１１時５０分～１２時５０分） 

 

３年２組の授業では前時で恒星を導入できなかったことから、授業開始前に金星で再度

同期を正確に取り、恒星の導入テストを行ないレグルス、アークトゥルスともに子午線を

越え金星が観測できる西側にきたこともあり、結果両恒星も導入観察することができた。 

授業は再度金星の同期を正確に取り、その後は授業指導案の通りに進めることができた。

まず望遠鏡の初期位置は視野に恒星が映らないよう、レグルスよりやや東に位置させ、 

望遠鏡やシステムについて説明したあと、生徒にレグルスを導入させ観察させた。 

次に子午線より西に移動したアークトゥルスを導入させた。アークトゥルスも導入がで

き、レグルスと合わせ恒星を２種類観察することができた。 

次に金星を導入させ観察させスケッチした。ここで見かけの大きさ、形が恒星と異なる

ことに気づかせた。さらに２００７年１月（図４－１０a）と９月（図４－１０b）の金星

をスケッチし比較させ、大きさや満ち欠けの変化を観察した（図４－１１）。それをふまえ、

惑星と恒星では何が違っているのか、地球との位置関係はどのようになっているのか、と

いう議論につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１１ 生徒が金星を観察しスケッチした様子。大きさと形の比較を行なった。 
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4.4 生徒による評価 
 

 授業のあとに、1 組２６名、２組２６名の計５２名にアンケートを実施した（図４－１２）。 

アンケート結果として半数以上の生徒が望遠鏡を利用したことがなく、また昼間に太陽や

月以外の天体を観察できるということを知らない生徒が多い（図４－１３a、４－１３b）。

そこで今回の望遠鏡を利用した昼間の天体観測はどちらも経験があまりないため、意欲や

興味をもって授業に臨む生徒が多かった。 

 はじめに授業を行なった１組では恒星を視野に導入することができず、過去のアークト

ゥルスの映像を用いるなど不手際があり、金星と恒星の比較や昼間の天体に興味を持たせ

ることが難しかった（図４－１３c）。 

後に授業を行なった２組では、2 つの恒星を導入でき、授業指導案通り授業ができた。金

星の議論では、当日の金星は地球とどうのような位置関係であったため図４－７のような

大きさ、形に見えるのか、また図４－１０a、４－１０b のときはどうかなどを考えながら

授業を進めたため、惑星と恒星の違いも理解しやすかったようである（図４－１３d）。 

 また全体を通して金星の満ち欠けを予想し、変化がわかる頃再び観察をするなど、惑星

の公転を理解させるためには工夫が必要だが、普段見られない昼の天体を観察することで、

星が見えるのは夜だけではないということや、夜に望遠鏡を使ったらどのように見えるの

か、など、広く天体に興味を持たせることができた。また恒星と惑星を実際に見て比較し

たことでその違いや、金星がなぜ欠けて見えるのかを理解できたのではないかと考えられ

る。 

天体の導入ができない場合、生徒たちの反応や関心も薄れていくことから、3 年 2 組の場

合のように同期を確実に取ることや、望遠鏡の遠隔操作や映像配信を行なうため、今回同

様光回線を利用するなど学校現場においてネットワーク環境の整備が今後の課題であると

考える。また 3 年 1 組の場合のように、導入ができない場合に備え、3 章で示したような過

去の映像を閲覧できるデータベースは有効であると考えられる。 

最後に自由記述の中で得られた回答（図４－１３f）として、昼間に天体を観察できた驚

きや、惑星と恒星との違いについての理解が伺える。また昼と夜の比較や仙台と東京の比

較など、昼間の天体から発展した天文分野への関心をもたせることができた。 
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アンケート内容 

                                   3 年  組 

望遠鏡を利用して星を観察したことはありますか。      

 

昼間に天体を観察できることを知っていましたか。 

 

 

 

1.恒星と金星の見え方を比較し、違いを理解できましたか。 

2.昼間の天体に興味を持つことができましたか。 

3.今後の金星の満ち欠けを観察し比較したいと思いますか。 

4.実際に望遠鏡を覗いて星空を観察したいと思いましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１２ 授業後配布したアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yes  ・  No 

 

Yes  ・  No 

 

 

Yes          No 

４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

感想など、自由にたくさん書いて下さい！ 
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ｘｘ 

 

 （a） 望遠鏡利用経験の有無 （b） 昼に天体を観察できることを 

知っていたか 

（c） １組でのアンケート結果 （d） ２組でのアンケート結果 

・ 昼間に初めて星を見て興味を持てた。 

・ 実際に望遠鏡をのぞいて夜の星も見たい。 

・ 惑星と恒星の違いがわかった。 

・ 金星が月みたいに欠けているとは思わなかった。

・ 仙台と東京の夜の星を比べてみたい。 

e 自由記述欄の回答 

図４－１３ アンケート結果 
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5. 結論 
 

 天体ライブシステムは天文教材の１つとして有効であり、また天文台の悪天候時や過去

の見え方との比較を目的として天体映像のデータベースを構築したが、天体ライブシステ

ム補助教材としてライブ映像だけでは観察できない天体の様子を観察でき、天体ライブを

運営する上で必要不可欠であると考えられる。また、天体の見かけの変化を観察するため

には長期間の観察が必要な天体もあり、過去の映像を蓄積し閲覧可能なデータベースは、

授業時間の定められた学校現場において有効であると考えられる。 

 しかし天体ライブシステムは、授業で有効に活用するためにライブ実施率を上げる必要

がある。2007 年度のライブ実施率は 46.3％であったが、これは日数単位の実施率であり、

ライブ期間内の総配信時間から実施率を検証し、実質の実施率を上げていくことが求めら

れる。そのために海外天文台や遠隔地の天文台と協力し、ブログ内でライブを同時配信す

るとこや、相互リンクを張るなどの活動が可能であり、今後取り組むべき課題である。 

 天体映像のデータベースは、これまで撮影してきた画像を用いて構築を行なったが、よ

り詳細な天体の見かけの変化や、惑星、衛星、恒星など種類の違う天体を比較しその違い

を捉えるために、多数の天体映像を蓄積し配信することや、観察対象の増設が必要であり、

今後取り組むべき課題である。 

 実践授業では肉眼では観察できない昼間に見えている金星と恒星を観察させ、見え方の

違いや惑星の見かけの変化をとらえた。天体ライブシステムを授業の導入だけでなく、天

体映像を見て気づいたこと、わかったことから次にどのような授業につなげていき、生徒

の理解を深めていくか考えることが必要である。
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付録 
 
 
 

Movable type を用いたブログ構築マニュアル 
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構築の前に、情報処理センターのホスティングサービスで、ホスト名、ユーザー名、デ

ータベースの登録を行い、パスワードをもらいます。 

今回は仮に、接続ホスト名 venus、ユーザー名 venus、データベースは MySQL を使用

します。 

Movable type４のプログラムを情報処理センターからもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上のような中身のファイルです。 

 

 

次に Movable type４をインストールします。基本的にはインストールウィザードに従

っていけば完了しますが、いくつか設定を変更する必要があります。 

まずは先ほどの「mt-4」（名前変更済）というフォルダをサーバーにアップロードします。

「mt-4」フォルダは「マイコンピュータ」→「ローカルディスク」→「Program File」→

「FFFTP」と開き、この「FFFTP」のフォルダ内に保存しておきます。 

 

アップロードには FTP クライアントソフトを利用します。Mac ユーザー向けには Fetch, 

Cyberduck, MacFusion、Windows ユーザー向けには FFFTP または CuteFTP などがありま

す。 
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今回は FFFTP を使用します。 

「マイコンピュータ」→「ローカルディスク」→「Program File」→「FFFTP」→「FFFTP.exe」

で開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動したら「接続」メニューから「接続」を選択し、「ホスト一覧」ダイアログを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新規ホスト」ボタンをクリックします。 
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ホスト設定名にはわかりやすいものを入力するとよいです。 

ホスト名、ユーザー名、パスワードは情報処理センターからもらったものを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「拡張」タブをクリックして「PASV モードを使う」にチェックを入れてから「OK」

ボタンをクリックします。 

これでホスト「venus」が作成されたので、選択した状態で「接続」ボタンをクリックしま

す。 
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FTP サーバへの接続ができました。左側に表示されているのが自分のパソコン、右側に表

示されているのがサーバのファイル群です。はじめは色のついている「cgi-bin」、

「global_html」、「public_html」の３つのフォルダしかないと思います。 

その中の「cgi-bin」フォルダをダブルクリックして開きましょう。そこに Movable Type 

を格納するフォルダ「mt-4」を作成します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側の「FFFTP」フォルダに保存しておいた「mt-4」ファイルを 

右側の「cgi-bin」フォルダへドラッグ＆ドロップ（アップロード）します。 
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自動的にアップロード作業がはじまります。全部で 2000 近くのファイルがあるので接続

環境によってはアップロードにはかなり時間がかかります。途中でアップロードが停止し

ていないか時々確認するといいでしょう。 

万一アップロードが途中で停止してしまったり、FTP ソフトがフリーズしてしまった場合は

改めて FTP ソフトを立ち上げ直し、アップロードをやり直しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップロードが正常に終了したら左側の「mt-4」フォルダを開き、その中の「mt-static」

フォルダを、右側の先ほど「cgi-bin」、「global_html」、「public_html」などのフォルダ（ロ

ーカルの初期フォルダ）があった場所でドラッグ＆ドロップ（アップロード）します。 

 上矢印の「一つ上のフォルダへ」というボタンをクリックすると、先ほどのフォルダへ

戻ります。 
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続いてコンフィグの設定を行ないます。これは一から設定すると大変ですのですでにある

コンフィグを書き換えます。（学内サーバーの利点ですね） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダを「/var/www」まで上げ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その中の「tec」フォルダを開きます。 

 

 

 

 



 52

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「tec」→「cgi-bin」→「mt」とフォルダを開いていき、その中の「mt-config.cgi」という

ファイルを右側から左側へドラッグ＆ドロップ（ダウンロード）します。 

左側に「mt-config.cgi」ファイルができると思いますので、それを開いてみましょう。 
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このようなファイルが開くと思います。 

この中の「CGIPath」、「StaticWebPath」、「Datebase」、「DBUser」、「DBPassword」の 

5 つの項目を書き換えます。 
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まずは「CGIPath」を書き換えます。「＊＊＊＊＊」の部分には情報処理センターから通知

された接続ホスト名を入力してください。最後の部分は「mt-4」（アップロードしたフォル

ダ名）と入力してください。 

 

次に「StaticWebPath」を書き換えます。ここも「＊＊＊＊＊」には接続ホスト名を入れて

ください。ここが間違いやすいですが、「miyakyo-u.ac.jp/」の直後に「mt-static/」を入力

してください。 

 

最後に情報処理センターから通知されている「Datebase 名」、「DBUser」、「DBPassword」

を入力し上書き保存をします。 
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先ほど保存した「mt-config.cgi」ファイルを自分の「mt-4」フォルダにアップロードし

ます。今回の場合ですと、「venus/cgi-bin/mt-4」の下です。アップロードは左側から右側

へのドラッグ＆ドロップで OK。 

 

これでアップロードは終了です！！ 

 

 

 

注） 

サーバー内には多くのファイルが存在しますが、絶対に直接編集はしないでください。 

必ず一度自分のパソコンにダウンロードし、保存、アップロードという手順を踏みまし

ょう。また、途中「mt-config.cgi」を書き換える際「tec」のデータを利用しましたが、こ

れも必ず上記の手順を踏み、自分のローカルフォルダへのみアップロードしてください。 

違うフォルダへ誤ってアップロードすると、システムが作動しなくなることがあります。 

ダウンロード、保存、アップロードの際は必ずそれらの確認をしてください。 
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パーミッションの設定 

 

プログラムのアップロードが終わったら、次は拡張子が".cgi"となっているファイル 

(mt.cgi や mt-search.cgi のようなファイルです) に実行権限 (execute) を割り当てる作

業を行います。 

 

FFFTP では変更権限がないのでコマンドプロトコルを利用して変更します。コマンドプロト

コルは、「スタート」→「ファイル名を指定して実行」→「ｃｍｄ」と入力しＯＫをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行しましたら「telnet□students.miyakyo-u.ac.jp」と入力し ENTER キーを押します。 

（□は半角スペースとします。） 
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次に、学籍番号とパスワードを入力します。このときパスワードは処理センターの端末の

パソコンを立ち上げるときのパスワードを使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「ssh□venus@websv」と入力し実行します。このとき venus の部分をユーザー名にし

てください。 
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すると FFFPT でもみたようなフォルダ名が表示されます。 

「ls」と入力し実行すると、ディレクトリが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまで表示されましたらまず「global_html」フォルダのパーミッションを変更します。 
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「chmod□777□global_html」と入力して実行してください。 

変更されたかどうかは「ls□-l」と入力して実行してみましょう。 

global_html の左側の表示が、drwxrwxrwx となっていれば（－がなければ）ＯＫです！ 
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同様に拡張子が".cgi"となっているファイル (mt.cgi や mt-search.cgi のようなファイル

です) に実行権限 (execute) を割り当てる作業を行います。 

「cd□cgi-bin」の入力し実行します。 

同様に「cd□mt-4」と入力し実行します。 

ここで「mt-4」の部分には movable type４をアップロードしたフォルダ名を入れます。 
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次に「chmod□755□*.cgi」と入力し実行してください。 

これで設定変更できたはずなので、また確認してみましょう。 

「ls□–l□*.cgi」と入力すると、cgi ファイルの詳細が確認できるので、 

一番左側が「-rwxr-xr-x」となっていればＯＫです！ 

 

これでパーミッションの設定は終了なので、コマンドプロトコルを終了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールウィザード 

最後にインストールウィザードを使って各種設定作業を行います。 

ブラウザを開いて Movable Type４ をインストールしたサイトパスに「mt.cgi」を付けた

URL、ここでは「http://venus.miyakyo-u.ac.jp/cgi-bin/mt-4/mt.cgi」にアクセスします。

もちろん URL は接続ホスト名と作成したフォルダ名によって変わります。 
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初期ユーザーアカウントの作成 

まず初期ユーザーアカウントの作成を行います。このアカウントは、Movable Type でシス

テム管理者権限を持つ特別なアカウントです。 

後でこのアカウントの権限を変更することも可能ですが、まずは管理者権限のあるアカウ

ントが少なくともひとつ存在することが必要です。 
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ここに先ほど設定した「StaticWebPath」を入力し開始をクリックします。 
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アカウントを作成します。ユーザー名、パスワード等を入力してください。 

このパスワードはブログにログインするためのものなので、任意のパスワードを記入して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後にブログ名、URL、公開パスを入力します。 

ブログ URL は学外公開用に情報処理センターから与えられたものを使用します。 

ここでは「http://venus.miyakyo-u.ac.jp/」 と入力しました。 

公開パスは初期ローカルフォルダに global_html をつけたものをしようします。 

ここでは「/var/www/venus/global_html」と入力しました。 
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「インストール」を押すとデータベースの初期化が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まもなくインストールが完了するので、サインインして実際にブログを書いてみましょう 
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ログインするとこのような管理画面になるので、左上の「ブログを書く」をクリックし、 

実際にブログを書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブログ記事の新規作成画面が表示されます。ブログ記事の編集画面のがリッチテキストで

ない場合、「フォーマット」のプルダウンメニューからリッチテキストを選択してください。

リッチテキストの編集画面では、ブログに表示される状態を確認しながらブログ記事を編

集することができます。タイトルと本文を入力したら「保存」ボタンをクリックしましょ

う。 
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以上でブログ構築は終了です。 

最後に、もしブラウザで表示した際文字化けがおきたら、 

ツールバーの「表示」→「エンコード」→「Unicode(UTF-8)」を選択してください。 

またインストールがうまくいかない原因の多くはアップロード作業の失敗にあります。ア

ップロードされていないファイルやフォルダーが 1個でもあると Movable Type が正常に

動作しない可能性があります。特に途中でアップロードが止まってしまい、作業をやり直

した場合はアップロードに失敗したファイルがないかどうか確認してください。 

インストールができない多くの原因に「mt-config.cgi」を編集する際、各種 Pass が誤っ

ていたり、パーミッションの設定で実行権限や書き込み権限が与えられていない場合があ

ります。フォルダの位置やパーミッションの確認をよく行なってください。 

 


